
10 代のための図書館情報誌 
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 ホームページ 

はこちらです 

大野城まどかぴあ図書館 
 

～図書館の開館時間～ 

 

第 62 号 

2025 冬号 

開館時間 日曜日～木曜日 １０：００～１８：００ 

     金曜日     １０：００～２０：００ 

     土曜日     １０：００～１９：００ 

休館日  毎月第１・３水曜日（祝日の場合は次の平日） 

     年末年始（１２月２８日～１月４日） 
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まどかぴあ図書館には、１０代の方に読んでもらい 

たい本を集めたＹＡコーナーがあります。 
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寒い日は 

温まってひと休み… 
新しく YA のページ ができました！  

オススメの本や新着本も掲載しているので、  

ぜひ、 チェックしてみてね。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

カラダを動かそう♪ 

『ファイティング・チャンス』  
ルイーザ・リード／作（岩波書店）〔YA／933.7／リ〕  

『3年間ホケツだった僕が 

 ドイツでサッカー指導者になった話』 
中野 吉之伴／著（理論社）〔YA／783.4／ナ〕 

16 歳のリリーは、太っているという理由で、学

校でいじめを受けていた。耐えきれなくなって両

親に打ち明けると、父親は困難に打ち勝つ力をつ

けるため、ボクシングを教え始める。 

リリーは、つらい練習にも逃げずに必死で続け、

ジムにも通い出すようになる。そして、ある日ジ

ムで笑顔が素敵なロージーと出会う。練習パート

ナーとして、日々を一緒に過ごすうちにリリーの

世界が広がり、変わり始めていく。 

中学生になり、部活動見学のために体育館を訪

れた庄司瑠里花は、白いＴシャツ、ハーフパン

ツ姿でありえない高さまで跳びあがる人の姿

に目を奪われる。それは珍しい部活動、トラン

ポリン部の先輩だった。入部を決めた瑠里花

は、週に 2回という少ない活動時間の中で練習

を重ね、少しずつ、いろんな技が出来るように

なっていく。大切なのは「ほんのちょっとの思

い切り」。自分と仲間の成長を描く、心温まる

部活小説。 

 

『わたしは、跳ぶ! トランポリン部』 
濱野 京子／作（新日本出版社）〔YA／F／ハマ〕 

 

高校 3 年生の時、サッカー部で補欠だった著者

が、ドイツのサッカースクールで学んだ指導法や

サッカーへの向き合い方は、まさに驚きの連続で

した。その後少年サッカーの監督を経験し、ドイ

ツで学んだ「試合に全く関われない選手＝補欠を

出さない」をモットーに、深くサッカーに関わっ

ていきます。競争に負けたら終わりではない。諦

める必要はないこと、自分らしく生きるためのヒ

ントを教えてくれる 1冊。 

『ヨンケイ!!』 
 天沢 夏月／著（ポプラ社）〔ＹＡ／F／アマ〕 

 人数の少ない離島の高校陸上部に、転校生が入

部したことで奇跡的にそろった 4人のスプリン

ター。関東大会を目指し、100ｍ×4のリレー

を練習する 4人だったが、そのチームワークは

最悪で…？個性豊かなメンバーたちの視点で語

られる、「走ること」に対するそれぞれの思いや

葛藤。4 人のバトンが繋がる先に、どんな景色

が待っているのか。読み手も思わず手に汗握る、

最高の青春スポーツ小説。 

 

おすすめの本 


